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森 林（ も り ）を 創 り 活 か す
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備
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山
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林
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備
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所

は
じ
め
に

山
口
水
源
林
整
備
事
務
所
は
、
こ
れ
ま
で
に
山
口
県

内
に
造
成
し
た
約
１
万
２
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
源
林
を

適
切
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
木
材
資
源
の
有
効

利
用
に
向
け
て
路
網
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

山
口
県
の
水
源
林
造
成
事
業
地
は
、
奥
地
山
間
地
域

の
急
峻
な
地
形
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
細
粒
分
が
多
く

粘
着
力
の
低
い
花
崗
岩
の
土
質
の
い
わ
ゆ
る
「
マ
サ
土
」

地
域
が
多
い
こ
と
か
ら
（
図
１
）、
作
業
道
の
開
設
に

当
た
っ
て
は
、
盛
土
法
面
の
降
雨
等
に
よ
る
土
砂
移
動

（
洗
掘
）
の
防
止
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

今
回
、「
マ
サ
土
」
地
域
に
お
い
て
、
作
業
道
盛
土

法
面
の
洗
掘
を
防
止
す
る
工
法
と
し
て
、
透
水
性
に
優

れ
た
「
竹
ソ
ダ
」
と
「
竹
マ
ッ
ト
」
を
組
み
合
わ
せ
た

竹
製
土
留
工
を
試
験
的
に
施
工
し
、
そ
の
効
果
の
検
証

を
行
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

竹
製
土
留
工
の
試
験
施
工

森
林
整
備
セ
ン
タ
ー
で
は
、
急
傾
斜
地
に
お
け
る
作

業
道
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
、丸
太
組
工
（
の
り
留
工
）

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
土
質
が
「
マ
サ
土
」

の
場
合
、
盛
土
法
面
が
比
較
的
長
く
な
り
、
こ
れ
に
法

面
の
植
生
回
復
の
遅
れ
な
ど

が
重
な
る
と
、
洗
掘
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、

さ
ら
な
る
工
夫
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

 

こ
の
た
め
、
透
水
性
が

高
く
、
盛
土
法
面
長
を
抑
え

る
効
果
が
あ
る
竹
ソ
ダ
と
竹

マ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
竹

製
土
留
工
を
施
工
し
ま
し
た

（
図
２
、
写
真
２
、
３
）。

こ
の
工
法
は
、
杭
木
を
深

く
打
設
す
る
必
要
が
な
い
た

め
、
比
較
的
堅
い
地
盤
に
お

い
て
も
採
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

施
工
約
１
年
後
の
経
過
を

観
察
し
た
と
こ
ろ
、
施
工
当

初
の
状
態
か
ら
の
変
化
は
確

認
さ
れ
ず
、
法
面
に
は
植
生

の
定
着
が
見
ら
れ
、
洗
掘
に

「
マ
サ
土
」地
域
に
お
け
る
作
業
道
法
面
の

早
期
安
定
に
つ
い
て

図１　山口県内の花崗岩類分布図
　　　（「新編山口県地質図（山口地学会）」を参考に当事務所で作成）
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森 林（ も り ）を 創 り 活 か す
よ
る
土
砂
の
移
動
は
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
（
写
真
４
）。

考
　
察

今
回
の
試
験
施
工
の
結
果
と
し
て
、
竹
製
土
留
工
は
、

土
質
が
「
マ
サ
土
」
の
場
合
に
も
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
試
験
箇
所
の
経
年
変
化
を
観
察
す
る
と
と
も

に
、
最
適
な
部
材
形
状
や
組
立
方
法
を
検
討
し
、「
マ

サ
土
」
な
ど
流
失
し
や
す
い
土
質
に
お
け
る
盛
土
法
面

の
早
期
安
定
に
有
効
な
一
工
法
と
し
て
の
確
立
に
向
け

て
、
試
行
と
検
証
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

写真１　マサ土地域における法面洗堀

写真３　竹製土留工設置

写真２　施工状況

写真４　１年経過後

図２　竹製土留工標準断面図


